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　実務において損益分岐点比率が使用されるのは，ごく単純に言えば，損益分
岐点という用語がすでによく知られているからである。加えて「損益分岐点ま
での売上高低下の余裕を表す」などと説明される安全余裕率は，大学の講義や
検定試験のような机上の計算では抵抗なく受け入れられても，現場の感覚とは
マッチしない。現場にはつねに「余裕」などないのである。
　損益分岐点比率と安全余裕率の関係（一方がわかれば，もう一方は自明であ
ること）や，実務の状況を踏まえると，初学者がまず理解すべきは前者である。
とくに検定試験の受験を前提としないのであれば，実務で使用されない安全余
裕率という概念を学習する意義は乏しい。テキストや講義においては，まず損
益分岐点比率を扱い，紙幅や時間に余裕がある場合にのみ，安全余裕率を説明
するというやり方がより実践的である。
おわりに
　本稿では，初級から中級レベルまでのCVP分析の教授と学習について，市
販のテキストを参照しながら，筆者の考えをいくつか披露した。なかには，とっ
ぴな主張もあるかもしれないが，CVP分析の講義をされる立場の方が本稿を
読まれたならば，そのうちのひとつぐらいには賛同していただけるのではない
かと思う。
　この先にあるのは，CVP分析の上級者に向けた議論である。そこでは本稿
での諸論点のより詳細な検討にくわえ，全部原価計算におけるCVP分析，経
営レバレッジ係数などがあらたなトピックスとなるであろう。
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